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1 はじめに

ネットワーク上で様々な社会活動を支援するシステ

ム及びそのソフトウェア基盤技術として，ソーシャル

ウェアの研究が進められている [1]．我々は，農村を
はじめとし隣人間で行われている食材を提供し合う

ことで生じるコミュニケーションの活性化，さらにオ

ンラインコミュニティの活性化に着目し，食材を媒介

とする居住者間のコミュニティを支援するプロトタイ

プシステムを構築した．我々は，プロトタイプシステ

ムを一種のソーシャルウェアとして扱い，居住者間コ

ミュニティ形成支援システムと呼ぶことにした．居住

者間コミュニティとは特定の居住者間または地域，例

えばアパート，大学の寮などの隣人間のコミュニティ

を指す．

本稿では食材を媒介とした居住者間コミュニティ形

成支援システムを提案する．本システムでは，食材を

媒介とするインフォーマルなコミュニケーションを促

し，コミュニティの形成につなげる．

2 居住者間コミュニティ形成支援システムの概要

2.1 居住者間コミュニティの行動モデル

本研究では，食材を媒介とするコミュニティ形成支

援を扱うため，「ユーザの行為」，「仮想空間の情報のや

りとり」および「システムの提供する機能」の三つに

分けることにする．表 1に示すように，実世界におけ
る居住者の行為は六つに，さらに対応する仮想空間の

情報のやりとりは三つに分類される．また，システム

の提供する機能はユーザの行為に対応して六つに分類

される．

本研究では，「食材情報の発信」，「食材情報の獲得」お

よび「食材情報の共有」によるコミュニティ形成機能

を提案する．「食材情報の発信」および「食材情報の獲

得」機能は，ユーザの個人情報および食材情報の暗示

的な相互関係をパターンマッチングにより整理した情

報を提示することで暗黙的なコミュニティを抽出する．
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表 1: 食材を媒介とする行動モデル

ユーザの 仮想空間の システムの

行為 情報のやりとり 提供する機能

提供する
発信

食材情報提供
借りる 食材情報要求,予約

譲り受ける
獲得

食材情報継承

見る レシピ検索

料理の推測 レシピ推論

井戸端会議 共有 レシピ検索・推論

「食材情報の共有」機能は，任意の居住者が仮想空間

上に明示的な「場」を生成する機能を持ち，その「場」

に参加する居住者の食材情報を共有することで協調活

動を支援する．本研究で提案するコミュニティ形成機

能は，居住者相互の暗黙的なコミュニティを抽出する

意味でも暗示的コミュニティ[2]の側面を持ち，明示
的な「場」を生成できる点から明示的コミュニティ[2]
の側面を持つといえる．

2.2 食材情報の発信によるコミュニティ形成機能

本システムでは，ユーザが食材情報を他のユーザに

対して発信したときに，その食材情報を他のユーザに

伝える機能を提供する．システムで提供する機能は，

「食材提供」「食材要求」および「食材予約」である．

コミュニティの形成過程は図 1に示す手順を踏む．

(1) ユーザ Aは他のユーザに対して，食材提供クエ
リーを出す．

(2) ユーザ Bは，ユーザ Aの提示した食材情報を欲
しい，または興味を持ったので，ユーザ Aに対
して，食材予約クエリーを送信する．

(3) ユーザ Aは，ユーザ Bの要求に同意し，コミュ
ニケーションツールで会話を行う．ユーザAは食
材情報をユーザ Bに転送し，実際に食材をユー
ザ Bとの対面で提供する．

(4) この時点で，ユーザ Aとユーザ Bの関係は知人
関係にあるといえる．

2.3 食材情報の獲得によるコミュニティ形成機能

本システムは，ユーザが食材情報を獲得したときに，

その関連する食材情報をユーザに対して表示する．シ
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図 1: コミュニティの形成過程

ステムは，「レシピ検索」および「レシピ推論」によっ

て得られた食材情報と所有食材を比較し，ユーザが所

有していない食材を見つけ出し，さらにユーザの目的

の食材を所有している他ユーザを探し出す．

従来のレシピ検索やレシピ推論は個人の食材のみか

ら得られる情報提供であったが，提案するシステムは，

食材情報獲得と同時に他ユーザの所有食材情報と関連

付けることができる．本研究では，関連付けられた食

材情報をもとに発信機能を利用することで，コミュニ

ティ形成につながることを期待している．

2.4 食材情報の共有によるコミュニティ形成機能

本機能は，コミュニティに参加するユーザの所有食

材をすべて含めた「レシピ検索」または「レシピ推

論」を提供する．我々は，所有食材を共有することで

コミュニティ内のコミュニケーションの活性化に期待

している．

3 システムの実装

3.1 プロトタイプシステムの構成

プロトタイプシステムの構成を図 2を用いて説明す
る．本システムは，P2Pアプリケーションとして開発
されたもので，コミュニケーションツールとして，メッ

センジャーとチャットを実装している．さらに，図中

に示す食材管理アプリケーションは，本稿で提案した

システムの機能を実装している．

プロトタイプシステムには，個人情報，食材情報，

およびレシピのデータの記述として RDF（Resource
Description Framework）を，その RDF の概念定義
のためのオントロジーを構築した．

3.2 実行例

本研究では，前章で提案した三つの機能を実現する

プロトタイプシステムを構築した．構築したプロトタ

イプシステムのGUIの実行例を図 3に示す．図 3は，
ユーザ (Sheep)が「食材提供（ラム肉）」を行い，そ
の食材提供に興味を持った別のユーザ（Wolf)が「食
材予約」を行い，チャットツールを用いた会話を行っ

ているところを示している．

peer

メッセンジャー

食材管理アプリケーション

チャット

実世界の
所有食材

P2Pネットワーク

レシピ
RDF

Food-
OWLFOAF

パターン
マッチング

食材提供，
食材要求，
食材予約

食材RDF生成 import import

図 2: プロトタイプシステムの構成

図 3: ユーザの所有する食材と提供したい食材に対し
て他のユーザから予約があった様子

4 おわりに

本稿では，食材を媒介とした居住者間のコミュニティ

を形成するシステムについて紹介した．

今後，本稿で提案したシステムの有効性を検証する

仮説を立て，実証実験を行う．
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